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銅
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銅
鉾
に
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い
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（
】
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梅
　
　
原

末
　
　
治

開

　
銅
創
銅
鉾
ご
は
何
ぞ
や
Q
此
の
種
の
遣
物
は
特
殊
の
分
布
聖
域
を
有
し
、
ま
た
時
に
一
種
の
甕
棺
の
中
か
ら
古
式
の
鏡

な
ご
ε
俘
出
　
す
る
こ
ビ
が
あ
る
が
、
大
部
分
は
箪
・
猫
に
偶
然
地
中
か
ら
登
見
せ
ら
る
》
も
の
な
る
に
於
い
て
、
彼
の
銅
鐸

に
似
通
っ
た
慮
が
あ
b
、
奏
者
の
注
意
を
惹
く
遺
物
の
　
で
古
く
か
ら
其
の
解
決
を
欲
し
だ
も
の
で
は
あ
る
が
、
な
ほ
難

問
題
ご
し
て
連
勢
に
遺
さ
れ
て
み
る
腱
の
研
究
の
題
目
で
あ
る
。
此
の
鋳
物
に
開
し
て
其
の
究
明
に
カ
を
致
さ
れ
た
學
者
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リ

に
は
欝
に
故
浮
田
孝
李
男
、
同
若
林
勝
邦
、
入
木
装
三
郎
、
な
ご
の
諸
氏
が
あ
り
、
近
く
は
高
橋
健
自
、
中
山
李
次
郎
の

軍
民
を
数
へ
得
る
。
而
し
て
資
料
の
増
加
ε
研
究
方
法
の
更
新
ご
は
年
ε
共
に
こ
れ
が
解
決
の
曙
光
を
加
へ
、
特
に
高
橘

氏
の
如
き
は
、
遺
品
を
集
大
成
し
て
、
其
の
根
嚢
の
上
に
肖
家
の
新
盤
説
を
築
き
上
ぐ
る
の
抱
負
を
以
て
「
銅
鉾
銅
剣
考
」

の
登
表
を
始
め
ら
れ
た
の
で
、
論
中
幾
多
の
注
意
す
べ
き
創
見
を
示
し
た
こ
ご
で
あ
っ
π
が
、
勢
い
か
な
理
事
ば
に
し
て

稿
を
絶
ち
、
爾
凍
既
に
数
年
を
纏
た
。
聖
母
一
方
で
は
關
係
事
項
の
新
党
見
が
著
し
く
、
他
方
所
謂
彌
生
式
土
器
の
性
質

．
に
幽
す
る
研
究
の
進
歩
は
是
等
爾
個
の
遺
物
の
特
質
を
究
む
る
上
に
重
大
な
寄
與
ご
な
っ
て
、
楽
々
考
古
學
上
達
値
あ
る



考
察
の
可
能
性
を
嫌
な
ら
し
め
淀
Q
恰
も
此
の
際
に
當
っ
て
相
似
た
状
態
を
示
す
慮
の
銅
鐸
研
究
機
運
の
開
展
は
、
古
來
・

の
此
の
難
問
に
聾
し
て
一
丁
の
光
明
を
投
し
て
學
者
を
し
て
爾
者
の
比
較
考
査
を
留
意
せ
し
む
る
に
至
り
、
從
來
の
輩
な

る
個
々
の
薬
物
の
用
途
如
何
の
問
題
や
、
使
用
民
族
論
の
以
外
に
局
面
を
開
い
て
新
た
に
是
等
の
遣
物
が
我
が
上
代
文
化

の
螢
遡
上
に
如
何
な
る
位
置
を
占
め
、
ま
た
如
何
な
る
意
義
を
そ
れ
自
ら
に
於
い
て
表
現
し
て
み
る
か
ご
云
ふ
如
き
興
昧

あ
る
問
題
に
接
鱗
し
來
つ
た
こ
ご
を
戚
す
る
。

　
私
の
銅
鉾
銅
創
類
に
就
い
て
の
開
心
は
高
橋
氏
の
論
著
か
ら
幽
し
、
大
正
五
年
の
冬
濱
田
敷
授
に
随
行
し
て
九
州
族
行

の
途
次
、
九
州
大
學
の
中
山
博
士
の
好
意
を
受
け
て
、
筑
前
國
須
玖
に
あ
る
此
の
種
の
有
名
な
逡
跡
を
實
楽
し
て
以
來
著

し
く
其
の
度
を
高
め
た
。
か
く
て
大
正
七
年
夏
に
は
支
那
古
鏡
洛
革
研
究
の
上
か
ら
須
玖
の
遺
跡
に
興
昧
を
持
だ
れ
だ
故
」

　
　
　
の

富
岡
先
生
を
助
け
て
同
遺
跡
の
學
術
的
獲
掘
を
企
圖
し
た
こ
ご
で
あ
っ
た
が
、
實
行
期
に
當
っ
て
の
病
臥
ご
、
芝
蘭
い
て

起
つ
だ
思
ひ
も
設
け
な
い
先
生
の
遽
逝
ご
は
此
の
計
書
を
水
泡
に
蹄
せ
し
め
、
暫
く
銅
剣
銅
鉾
類
に
關
す
る
研
究
の
機
會

を
な
く
し
た
。
然
し
乍
ら
権
者
に
就
い
て
の
漏
精
は
一
方
銅
鐸
問
題
の
解
明
上
か
ら
其
の
度
を
強
め
、
他
方
内
藤
敷
瓦
の

謡
講
を
受
け
て
玉
入
の
遽
業
を
嗣
ぐ
の
黙
か
ら
爾
三
年
前
よ
り
資
料
の
蒐
集
に
着
手
し
て
、
、
昨
今
や
う
や
く
其
の
整
理
を
・

絡
へ
、
慰
め
間
か
ら
…
幾
つ
か
の
鶴
結
を
得
る
に
至
つ
だ
。
●
即
ち
こ
、
に
私
の
試
み
た
考
古
馬
上
か
ら
の
調
査
研
究
の
過
程
，

ざ
、
其
の
蹄
結
の
主
要
な
る
四
五
の
黙
の
梗
概
を
録
し
て
、
こ
れ
を
一
の
憶
説
ご
し
て
斎
言
に
提
出
し
て
、
先
畳
の
叱
正

を
受
け
る
こ
ご
に
し
た
も
の
が
此
の
小
編
で
あ
る
。
其
の
詳
細
に
至
っ
て
は
更
に
考
察
を
重
ね
、
資
料
編
ビ
共
に
提
督
公

　
　
　
第
八
谷
　
　
研
　
究
　
　
銅
劒
一
助
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
二
一
　
　
（
一
＝
）



　
　
　
第
入
谷
　
研
究
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

一
ご
一
　
（
二
二
）

．
刊
し
た
い
希
望
を
持
っ
て
る
る
。

　
〔
訪
〕
　
（
ユ
）
男
爵
赫
田
孝
李
氏
の
此
の
種
組
品
に
關
す
る
研
究
は
「
古
銅
創
の
記
」
ミ
題
し
て
、
人
類
學
會
報
告
第
三
號
（
明
治
十
九
年
四

　
　
　
　
　
　
月
）
に
載
せ
ら
れ
て
み
る
。
こ
れ
は
蓋
し
鋼
鉾
鋼
剣
に
幽
す
る
綜
括
的
記
号
の
最
初
の
も
の
で
み
ら
う
。

　
　
　
　
（
2
）
考
古
墨
斑
難
誌
代
日
総
第
八
号
所
載
（
明
治
三
＋
年
八
月
）
「
銅
創
に
罰
す
る
考
詮
及
び
其
材
料
の
櫓
加
」
滲
照
。
若
林
氏
は
其
、

　
　
　
　
　
　
の
後
も
な
ほ
時
々
塘
補
の
文
を
書
か
れ
た
。

　
　
　
　
（
3
）
八
木
弊
三
郎
氏
の
研
究
は
東
京
入
類
墨
継
雑
誌
第
百
七
十
三
號
以
下
（
明
治
三
十
三
年
八
月
）
に
蓮
載
さ
れ
た
「
九
州
地
方
悲

　
　
　
　
　
　
蹟
調
査
報
告
」
中
讃
す
る
慮
の
「
鋼
製
銅
鉾
及
鱗
型
」
が
其
の
一
で
あ
り
、
ま
た
其
薯
「
考
古
便
覧
」
中
に
「
銅
創
銅
鉾
考
」
を
牧

　
　
　
　
　
　
め
て
比
較
的
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
4
）
考
古
學
難
風
第
六
巻
第
十
一
號
か
ら
第
七
巻
第
五
號
（
大
正
五
年
七
月
…
同
六
年
一
月
）
に
亙
っ
て
早
薬
さ
れ
た
「
銅
鉾
銅
剣

　
　
　
　
　
　
考
」
（
禾
完
）
が
氏
の
研
究
の
前
孚
を
傳
へ
た
も
の
で
あ
る
。
高
橋
氏
は
近
く
此
の
綾
稿
を
草
し
て
其
の
研
究
を
完
成
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
る
豫
定
だ
ぐ
」
聞
く
。

　
　
　
　
（
5
）
中
山
讐
學
博
士
の
鋼
剣
銅
鉾
獺
に
饗
す
る
調
査
研
究
は
考
古
豊
年
髄
質
七
巻
第
七
號
（
大
正
六
年
三
月
）
所
載
の
「
銅
鉾
銅
、
剣

　
　
　
　
　
　
の
噺
資
料
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
爾
來
「
九
州
牝
部
に
於
け
る
先
史
原
史
爾
時
代
中
間
期
聞
の
零
物
に
就
て
」
（
岡
誌
第
七
巻
第
十

　
　
　
　
　
　
號
！
第
八
巻
第
三
號
）
で
、
彌
生
域
土
器
の
類
ざ
關
翻
し
て
虚
無
の
姓
質
を
考
へ
、
「
聖
意
銅
剣
蚊
に
石
鯛
嚢
見
地
の
慧
物
」
岡

　
　
　
　
　
　
上
追
加
（
同
誌
第
八
巻
第
八
號
一
嗣
第
十
圃
號
V
の
論
文
で
は
、
更
に
そ
の
考
察
を
蓮
め
て
、
後
目
故
富
岡
氏
の
「
古
鏡
の
研
究
」

　
　
　
　
　
　
に
示
さ
れ
た
ミ
同
じ
論
糠
を
辿
っ
て
渡
海
鳴
物
か
ら
年
代
の
推
定
を
も
試
み
ら
れ
て
み
る
。
此
の
外
關
係
の
論
著
が
多
い
。
・



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
中
で
大
正
九
年
に
饗
表
の
「
大
毒
の
饗
見
せ
る
古
代
の
古
蹟
」
（
同
誌
第
十
幅
巻
第
職
質
－
第
四
號
）
の
如
き
は
其
の
癒
物
ε
特
”

　
　
殊
の
關
係
に
あ
る
強
蹟
の
感
慨
的
研
究
ミ
し
て
、
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
、
一
で
あ
る
。

（
G
）
富
岡
氏
の
銅
創
銅
鉾
ミ
伸
出
す
る
鏡
の
考
読
は
「
考
古
學
難
誌
」
第
八
巻
第
九
號
に
載
せ
ら
れ
（
同
氏
受
寄
「
古
鏡
の
研
究
」
に
．

　
　
も
牧
む
）
て
あ
る
。
な
ほ
説
話
が
須
玖
の
嚢
掘
を
叢
叢
さ
れ
た
事
情
に
就
い
て
は
「
古
鏡
の
研
．
究
」
に
附
載
の
拙
稿
「
富
岡
先
生
・

　
　
の
古
鏡
研
究
に
就
い
て
」
に
記
し
た
。

二

　
考
古
學
上
か
ら
此
の
遺
物
を
研
究
す
る
に
は
其
の
形
式
の
分
類
か
ら
出
擬
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ご
今
更
言
を
須
た
「

な
い
。
此
の
黙
に
於
い
て
、
銅
劒
と
銅
鉾
こ
の
詳
報
及
び
豊
川
の
現
存
の
諸
形
式
を
無
げ
て
こ
れ
に
型
式
學
上
の
考
察
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

へ
て
相
甥
的
年
代
を
明
に
し
、
様
式
の
由
來
に
及
ぶ
事
は
ま
さ
に
研
究
の
第
一
歩
で
あ
る
。
高
橋
健
自
氏
の
「
銅
鉾
銅
創
考
』

は
此
の
分
類
に
着
目
し
て
優
れ
た
見
解
を
示
し
て
ゐ
ら
る
、
事
に
於
い
て
特
記
す
べ
く
、
今
や
民
の
分
類
ご
其
の
名
号
ご

は
學
界
に
多
く
行
は
る
、
の
状
態
に
あ
る
。
依
っ
て
次
に
先
づ
こ
れ
を
紹
介
し
て
、
型
式
の
相
封
殺
年
代
論
に
入
る
二
ξ

に
す
る
。

　
一
騰
此
の
種
の
銅
創
銅
鉾
ば
古
く
か
ら
俗
に
筑
紫
鉾
な
る
名
繕
を
以
て
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
其
の
主
要
な
登
見

地
が
筑
紫
で
あ
っ
だ
こ
ご
に
基
く
便
宜
の
鞍
壷
で
は
あ
る
が
、
從
來
は
學
界
に
も
頓
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
此
の

　
　
　
第
二
巷
　
「
研
究
　
銅
劒
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
第
・
一
號
　
　
二
三
　
（
ご
三
）



　
　
　
倉
入
巷
　
　
研
　
究
　
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
二
四
　
　
（
二
四
）
　
　
、

如
き
は
型
式
の
詳
細
な
研
究
に
は
蒼
蝿
の
黙
が
多
い
ε
云
ふ
の
で
、
漸
く
爾
者
の
得
分
を
す
る
學
者
が
生
じ
高
橋
氏
に
至

っ
て
は
最
も
明
瞭
に
こ
れ
を
匠
別
し
て
袋
帯
の
存
す
る
顛
を
鉾
ご
云
ひ
、
蓮
の
あ
る
も
の
を
創
ご
呼
び
、
更
に
前
者
を
大

別
し
て
、
穗
部
に
於
い
て
鋒
の
幅
が
其
の
中
央
の
輻
よ
り
も
穿
き
も
の
ご
、
本
よ
り
鋒
に
至
る
に
從
っ
て
次
第
に
狭
く
な

る
も
の
ご
の
雨
種
の
存
す
る
こ
ご
を
注
意
し
て
、
こ
れ
を
廣
鋒
銅
鉾
、
狭
鋒
鋼
鉾
ご
命
名
し
、
ま
た
銅
創
の
方
は
こ
れ
を

四
大
刷
し
て
、
其
の
M
の
董
短
く
、
身
に
面
し
て
斜
角
を
し
た
特
別
の
醐
が
あ
り
、
身
の
譜
面
中
央
の
背
に
各
M
條
の
樋

を
有
し
て
、
此
．
の
樋
の
關
に
接
す
る
腱
に
小
脇
の
あ
る
型
式
は
南
洋
馬
家
族
の
ク
ス
リ
ご
呼
ぶ
短
創
に
似
て
み
る
ご
云
ふ

の
で
こ
れ
を
ク
ス
ソ
形
銅
創
ピ
呼
び
、
更
に
内
に
廣
鋒
ご
骨
無
ご
の
二
小
紫
を
数
へ
、
第
二
は
身
は
廣
鋒
銅
鉾
に
似
た
形

ひ
は
あ
る
が
、
董
が
短
く
て
形
式
化
し
、
製
作
が
扇
李
な
薄
板
の
如
く
で
あ
る
庭
か
ら
こ
れ
を
季
形
銅
創
ビ
呼
び
、
三
は

前
二
者
に
比
し
て
身
の
幅
著
し
く
狡
く
、
厚
さ
大
に
、
韮
は
他
の
種
の
如
く
短
い
け
れ
こ
も
罰
合
に
太
い
。
高
橋
氏
は
こ

れ
を
細
形
銅
創
ご
名
村
け
ら
れ
た
。
第
四
種
は
普
蓮
の
古
墳
嚢
見
の
鐵
剣
の
形
の
小
な
も
の
で
鐵
剣
形
小
器
創
ご
点
す
る

氏
の
此
の
分
類
を
表
示
す
る
ご
次
の
如
く
で
あ
な
Q

舞
熱
麟

劉
｛
慕
銅
創
｛
鰐
蕪
翻

＼



　
　
　
　
細
形
銅
創

　　

@一
c
形
小
劉

　
銅
鉾
銅
剣
の
此
の
形
式
分
類
ご
其
の
名
総
ε
は
大
腱
に
於
い
て
唐
子
に
適
合
し
元
も
の
で
、
我
が
國
各
地
愚
見
の
多
く

の
遺
品
は
大
抵
此
の
二
種
六
類
に
総
括
さ
れ
る
楼
で
あ
る
が
、
實
際
に
就
い
て
見
る
ご
中
間
型
式
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
何
れ
に
も
屡
せ
な
い
式
等
が
見
掛
っ
て
多
少
の
修
補
を
加
ふ
る
要
が
あ
る
標
に
見
ゆ
る
。
而
し
て
其
の
畜
類
の
中
の
鐵

剣
形
小
男
鹿
の
如
き
は
從
來
の
心
見
例
が
僅
に
一
ヶ
慮
に
ご
い
ま
り
、
且
つ
特
殊
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
如
き
は
寧

ろ
大
き
い
涯
別
か
ら
除
外
し
た
方
が
濾
當
で
あ
ら
う
。
此
の
類
を
強
て
数
へ
る
な
れ
ば
、
河
内
碧
南
河
内
郡
國
分
書
見
の

　
　
㊧

小
当
刀
な
ざ
も
同
じ
く
淘
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
か
く
て
は
複
雑
を
都
ふ
る
の
み
で
あ
る
。
高
橋
氏
も
既
に
其
の
特
殊

な
る
を
認
容
し
て
ゐ
ら
る
、
o

　
さ
て
大
聖
の
名
僧
は
こ
の
分
類
名
論
に
依
援
す
る
ご
し
て
、
さ
て
一
々
嘗
物
に
就
い
て
形
式
の
細
部
を
比
較
考
査
す
る

ご
各
類
中
ま
た
種
々
の
段
階
を
占
め
た
形
の
あ
る
事
が
認
め
ら
れ
て
．
形
式
の
墾
化
及
び
系
統
の
考
察
上
、
軍
な
る
分
類

よ
う
も
更
に
詳
細
な
集
成
圖
の
必
要
が
戚
ぜ
ら
れ
る
。
私
の
試
み
た
集
成
圖
は
近
く
別
に
登
表
の
飾
鑓
が
あ
る
か
ら
、
今

ま
こ
、
に
こ
れ
を
録
す
る
こ
ご
を
省
荒
す
る
が
、
本
編
に
必
要
な
主
要
の
部
分
だ
け
を
示
す
ご
大
豊
第
一
圖
の
如
く
で
あ

る
◎
此
の
結
果
に
墓
く
ビ
銅
鉾
銅
創
の
類
は
其
の
性
質
上
等
鋒
銅
鉾
に
数
種
の
別
を
認
め
、
ク
ソ
ス
形
轟
然
は
狡
鋒
廣
鋒

の
占
者
を
合
し
て
一
系
統
に
並
列
す
べ
く
、
別
に
銅
鉾
の
一
叢
式
こ
し
て
特
殊
形
の
周
防
茶
臼
山
の
出
土
品
を
暴
ぐ
べ
き

　
　
　
算
入
巷
　
研
究
　
三
三
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
第
…
號
　
　
二
五
　
（
二
五
）
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で
あ
る
。
而
し
て
各
形
式
の
配
列
に
就
い
て
下
直
で
は
狡
鋒
を
先
に
し
、
ま
た
創
で
は
細
形
を
第
デ
に
置
い
て
、
こ
れ
に

魚
形
銅
創
を
添
へ
、
別
に
ク
ソ
ス
形
品
を
言
い
た
。
こ
れ
は
次
に
述
べ
る
個
々
の
型
式
上
の
研
究
ご
系
統
上
の
見
地
か
ら

，
の
蹄
智
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
〔
註
〕
（
－
）
「
銅
鉾
銅
卿
考
」
（
一
）
（
考
古
墨
雑
誌
第
六
巻
第
十
｝
號
）
の
分
類
の
條
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
（
2
）
興
の
最
も
著
し
い
例
に
は
履
防
國
吉
敷
郡
山
口
弾
器
在
の
茶
懸
山
古
墳
の
封
土
中
か
ら
毒
見
さ
れ
た
短
か
い
銅
鉾
の
娘
き
が

　
　
　
　
　
　
あ
る
。
こ
れ
は
狭
鋒
の
↓
類
に
総
括
し
得
る
ミ
し
て
も
、
直
れ
は
形
式
上
か
・
』
別
の
系
統
を
引
い
た
ぐ
」
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
い
も
の
で
あ
る
Q

　
　
　
　
（
3
）
此
の
小
君
晶
質
ま
京
都
帝
虚
器
學
文
墨
部
に
祈
労
し
て
み
る
Q
こ
れ
の
雌
た
國
分
の
古
墳
に
就
い
て
は
拙
稿
「
河
内
國
分
松

　
　
　
　
　
　
岳
山
船
氏
墳
墓
の
調
査
報
告
」
（
歴
史
地
理
第
二
十
八
巻
第
六
號
）
に
記
述
し
て
置
い
た
。

三

　
銅
剣
、
銅
鉾
に
關
す
る
以
上
の
集
成
圖
に
於
い
て
先
づ
心
付
く
の
は
、
そ
れ
に
種
々
の
型
が
あ
る
に
不
均
、
何
れ
も
が

…形

R
し
て
既
に
桶
程
度
の
二
言
を
上
げ
た
類
の
み
の
多
き
を
占
め
た
事
貿
こ
れ
で
あ
る
。
此
の
事
は
一
方
に
於
い
て
鋼
側

銅
鉾
な
る
も
の
が
、
我
が
上
代
に
於
て
文
化
襲
選
の
過
程
上
、
利
器
の
一
ざ
し
て
属
下
的
に
生
じ
た
も
の
で
な
い
「
事
を

最
も
雄
辮
に
物
語
る
ε
土
ハ
に
、
今
ま
直
接
の
問
題
で
あ
る
各
型
式
の
相
勤
的
年
代
の
推
定
や
、
系
統
の
歯
來
を
考
へ
る
に

　
　
　
第
入
谷
　
　
研
究
　
　
飼
塩
幌
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　

二
七
　
　
（
ご
七
）



　
　
　
第
入
巷
　
研
究
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
二
入
　
（
二
八
）

重
大
な
示
唆
を
與
ふ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
此
示
暖
ビ
は
既
に
そ
れ
が
臼
本
で
登
生
し
た
形
で
な
い
以
上
、
何
れ
か
の

高
い
文
化
國
の
所
産
に
負
ふ
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
が
明
臼
で
あ
り
、
穿
っ
て
機
武
由
來
の
調
査
ご
表
裏
し
て
、
先
進
文
化

國
に
古
く
存
す
る
専
用
上
の
利
器
の
類
が
初
に
來
て
、
こ
れ
を
模
し
た
も
の
が
自
然
形
式
化
す
る
ご
云
ふ
論
理
上
の
前
提

を
認
容
す
る
こ
ご
譲
れ
で
あ
る
。
今
ま
此
の
前
提
か
ら
鐵
碧
し
て
而
も
形
式
そ
の
も
の
、
示
す
庭
に
則
し
て
上
に
翠
げ
た

諸
形
式
の
新
古
を
考
へ
て
見
た
い
。

　
銅
鉾
の
系
統
列
で
注
意
に
値
す
る
の
は
、
其
の
所
謂
狡
鋒
の
類
は
鋒
の
鏡
く
、
袋
ま
た
登
用
的
で
あ
る
を
常
ご
す
る
が

廣
鋒
の
式
に
あ
っ
て
は
形
の
申
型
に
當
る
遺
品
の
中
に
は
前
者
に
近
い
も
の
が
あ
る
が
、
漸
次
幅
の
大
さ
を
増
す
に
至
っ

て
、
其
の
下
部
か
幅
厚
く
、
袋
は
型
式
化
し
て
多
く
は
中
景
こ
な
り
、
形
も
大
い
さ
を
加
へ
異
楼
化
し
て
寧
ろ
實
用
よ
b

遽
ざ
か
つ
だ
も
の
ε
な
っ
て
み
る
こ
ご
が
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。
雨
者
の
相
封
客
年
代
如
何
に
就
い
て
は
右
の
型
式
か
ら

何
業
も
狡
鋒
が
實
用
的
の
遺
品
の
初
に
來
り
、
廣
鋒
の
類
が
後
に
畳
か
る
べ
き
こ
ご
を
認
め
る
で
あ
ら
う
し
、
更
に
こ
れ

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

を
立
思
す
る
有
力
な
る
根
糠
は
、
狡
鋒
銅
鉾
の
類
が
帯
代
我
が
交
題
の
母
國
で
あ
っ
た
支
那
の
出
土
品
に
其
の
例
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ま
た
支
那
ご
日
本
こ
の
間
に
立
つ
朝
鮮
の
古
代
に
存
在
す
る
こ
ε
、
、
大
形
の
難
関
が
我
が
九
州
北
部
の
筑
前
で
鋳
造
さ
．

れ
た
事
を
明
示
す
る
鋳
型
の
螢
見
せ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
。
鉾
の
原
型
の
基
く
庭
支
那
に
あ
る
こ
ε
は
右
の
事
實
か
ら

容
易
に
推
さ
れ
る
ご
同
時
に
右
の
形
式
系
統
論
に
も
重
要
な
糠
所
ご
な
る
べ
き
で
あ
る
。
但
し
こ
》
に
問
題
ビ
し
て
残
る

の
は
状
差
銅
鉾
が
支
那
か
ら
傳
へ
ら
れ
、
ま
た
贋
鋒
の
中
間
型
か
ら
漸
次
廣
鋒
の
大
な
る
類
が
本
邦
で
覆
生
し
た
ご
す
る



、

、
形
式
序
列
が
認
め
ら
る
、
こ
し
て
、
さ
て
果
し
て
後
者
の
廣
楽
焼
の
中
間
型
が
荻
鋒
か
ら
系
統
を
引
く
同
一
群
ご
す
べ
き

や
否
や
の
黙
で
あ
る
。
爾
者
を
一
系
統
に
見
る
こ
ご
は
考
察
を
簡
明
に
す
る
上
か
ら
は
望
ま
し
い
事
で
あ
り
、
且
つ
後
宇

め
廣
鋒
の
幅
の
増
大
か
ら
推
す
ご
そ
れ
は
充
分
認
容
す
べ
き
可
能
性
の
あ
る
こ
ご
で
は
あ
る
が
、
現
存
の
資
料
か
ら
す
る

ご
織
付
ご
所
謂
廣
鋒
醜
聞
型
ε
の
間
に
は
形
式
推
移
上
可
な
り
の
隔
り
が
あ
る
上
に
、
鋒
の
廣
い
ざ
云
ふ
事
は
鉾
ご
し
て

一
の
著
し
い
特
色
を
な
す
こ
ご
は
西
洋
の
青
銅
創
に
謝
照
し
て
も
明
で
あ
る
。
彼
の
ク
リ
ー
ト
や
ス
ペ
ー
イ
ン
に
狡
鋒
の

劒
ご
共
に
此
の
類
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
す
ε
、
こ
の
鋒
の
廣
く
な
っ
た
事
を
以
て
一
概
に
我
が
國
で
生
じ
た
異
形
化
ビ
の

・
み
解
し
去
る
こ
ε
は
或
は
早
計
で
は
な
い
か
ご
も
思
ふ
。
二
物
に
就
い
て
見
て
も
、
上
述
の
如
く
贋
鋒
の
鉾
の
中
聞
型
に

は
筑
前
須
玖
獲
見
品
（
今
ま
朝
鮮
総
督
階
囑
托
大
原
利
武
富
麗
の
も
の
）
其
他
の
様
な
鋭
利
精
巧
な
實
用
品
が
あ
っ
て
後
段

述
ぶ
る
支
那
製
ご
本
邦
鋳
造
品
の
比
較
か
ら
、
其
の
前
者
な
る
を
考
へ
し
む
る
遺
品
か
少
く
な
い
。
然
し
此
の
類
の
支
那

登
需
品
ご
し
て
は
大
英
博
物
館
に
即
す
る
一
遺
品
が
浮
島
。
激
語
の
．
．
8
。
。
♂
卸
5
、
。
巷
。
塁
、
、
℃
一
・
×
×
×
≦
嵩
に
載

せ
ら
れ
て
み
る
外
、
多
く
傳
ふ
る
虚
な
く
、
而
も
そ
れ
が
疑
を
挿
む
べ
き
徐
地
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
廣
鋒
中
間
型
の

鉾
が
狡
鋒
ご
別
系
統
な
り
ご
見
る
説
の
可
能
を
認
め
る
ご
し
て
も
、
今
は
宜
し
く
断
定
は
避
け
て
考
慮
の
鯨
地
を
存
す
べ

き
も
の
で
あ
ら
う
。

　
次
に
底
幅
の
類
で
は
細
形
創
に
水
銀
銅
の
頗
る
精
良
な
式
が
多
く
、
何
れ
も
鋒
が
細
く
て
、
實
用
に
供
せ
ら
れ
た
る
べ

き
こ
ざ
圖
示
の
備
前
飽
浦
出
土
の
如
き
が
あ
る
し
、
此
の
式
は
支
那
内
地
よ
り
瀬
見
さ
れ
た
精
良
品
が
今
ま
東
京
九
段
の
、

　
　
　
第
入
巷
　
　
研
　
究
　
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
二
九
　
　
（
二
九
）



　
　
　
策
八
巻
　
研
究
　
鋼
創
鋼
鉾
に
就
い
蒙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
三
〇
　
（
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

，
游
就
館
に
出
陳
さ
れ
て
居
り
、
ま
π
朝
鮮
か
ら
も
其
の
鏡
聖
な
る
逡
品
を
螢
耕
す
る
に
着
し
て
、
我
が
内
地
か
ら
は
斯
く

の
如
き
逸
品
ご
共
に
例
へ
ば
讃
岐
善
通
寺
駕
谷
出
土
の
標
な
形
の
上
で
は
相
類
し
て
み
る
が
、
鋒
が
九
味
を
帯
び
て
來
て

・
中
に
軟
か
な
文
様
を
湘
へ
ら
れ
元
も
の
を
児
る
◎
創
が
武
器
ご
し
て
の
實
用
品
で
あ
る
以
上
前
者
が
原
形
で
、
そ
れ
が
漸

次
形
式
化
し
て
後
に
数
へ
た
如
き
形
式
を
生
じ
た
こ
す
る
相
醤
的
年
代
槻
は
誤
り
な
い
で
あ
ら
う
。
所
謂
悪
形
銅
創
は
從

來
の
登
神
品
が
殆
ん
ざ
す
べ
て
一
様
の
形
式
で
あ
り
、
高
橋
先
生
も
既
に
説
い
て
ゐ
ら
る
、
襟
に
大
膿
は
細
形
剣
の
膿
様

　
　
　
の

で
あ
る
が
、
其
の
上
雫
の
避
く
且
つ
扁
李
こ
な
っ
た
虚
は
廣
鋒
銅
鉾
の
上
部
に
髪
髭
た
る
も
の
が
あ
る
。
從
っ
て
其
の
形

は
一
個
の
濁
帯
し
た
も
の
と
す
る
よ
り
も
右
の
細
形
剣
ご
銅
鉾
ピ
の
折
衷
し
た
形
ε
解
す
る
の
が
稔
當
で
あ
る
。
此
の
頚

が
九
州
に
見
る
こ
ご
な
く
、
特
に
四
國
ご
中
野
こ
の
】
部
に
登
見
さ
れ
る
分
布
上
の
特
殊
な
立
冬
も
自
ら
上
の
形
式
系
統

論
の
至
當
な
の
を
示
し
て
み
る
。
こ
の
事
は
な
ほ
後
に
説
か
う
。

　
最
後
に
ク
リ
ス
，
形
銅
創
に
至
っ
て
は
南
洋
阿
寒
族
の
ク
ジ
ス
が
そ
れ
に
似
て
み
る
ご
云
ふ
外
岡
一
の
遺
品
を
他
に
見
な

い
か
ら
、
其
の
形
式
が
鋒
の
狡
い
込
の
か
ら
廣
い
も
の
に
配
列
し
た
相
鋤
的
年
代
が
正
し
い
か
、
果
た
こ
れ
の
反
謝
が
翼

て
あ
る
か
今
ま
俄
か
に
定
め
難
い
が
、
廣
鋒
銅
鉾
の
場
合
か
ら
推
す
ご
前
者
の
序
列
が
ま
り
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
め
つ

て
、
國
鋒
の
鋭
利
さ
の
程
度
や
、
ま
π
後
段
述
ぶ
る
ク
ジ
ス
形
創
の
標
式
の
蜜
蝋
が
認
め
ら
る
、
に
於
い
て
は
、
此
の
形
式

の
先
後
の
論
は
更
に
確
か
さ
を
増
す
こ
ご
に
な
る
。

　
以
上
述
べ
た
各
形
式
の
相
懸
的
年
代
槻
に
し
て
聖
な
る
誤
り
が
な
い
こ
す
れ
ば
高
橋
氏
の
暴
げ
ら
れ
た
我
が
國
の
銅
創

〆



銅
鉾
の
七
類
は
、
こ
れ
を
綜
冠
し
て
、
銅
鉾
の
二
つ
の
流
れ
ご
、
細
形
銅
創
、
ク
ソ
ス
懸
章
創
の
二
系
統
に
な
っ
て
、
其

め
問
に
衣
の
如
き
醐
係
が
認
め
ら
る
～
事
に
な
る
。
師
ち
、

　
　
　
〔
銅
鉾
〕
狭
鋒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鋒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
〔
銅
創
〕
細
形

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
形

謂
れ
で
あ
る
。
此
の
四
者
は
前
節
顛
が
或
は
系
統
の
醐
係
が
成
立
す
る
可
能
性
の
あ
る
外
、
各
の
間
に
こ
れ
以
上
の
蓮
絡

を
認
め
難
く
．
皆
特
自
の
模
式
由
來
を
持
っ
て
る
る
様
で
あ
る
。
こ
、
に
於
い
て
順
序
上
面
の
各
様
式
の
由
來
を
考
ふ
べ

陶
き
こ
ご
＼
な
っ
た
。

　
〔
註
〕
　
（
－
）
今
ま
京
都
帝
國
大
型
に
溶
す
る
支
那
將
來
の
狭
鋒
銅
鉾
の
如
き
は
其
の
著
し
い
一
例
で
、
其
の
形
式
は
須
玖
出
土
の
そ
れ
、
こ

　
　
　
　
　
　
殆
ん
，
ご
相
蟷
が
な
い
。
支
那
出
土
の
狭
鋒
鉾
の
岡
録
に
見
ゆ
る
も
の
Σ
多
い
こ
ε
は
こ
・
に
一
々
暴
ぐ
る
よ
で
も
な
か
ら

　
　
　
　
　
　
、
フ
。

　
　
　
　
⑤
）
拙
稿
「
南
鮮
心
見
の
銅
剣
銅
鉾
」
（
入
山
學
叢
誌
第
三
＋
七
巻
第
一
一
堂
三
論
所
載
）
参
蝦
。
其
の
後
の
調
査
に
依
る
ε
右
に
駆

　
　
　
　
　
　
け
た
外
同
種
の
鉾
は
李
安
南
廼
大
同
江
面
か
ら
も
出
土
し
て
み
る
。

　
　
　
　
（
3
）
多
賀
宗
之
氏
の
蔵
品
で
、
長
さ
約
哺
尺
．
一
寸
あ
り
、
漆
黒
色
を
呈
し
た
精
品
で
あ
る
。

　
　
　
第
八
滲
　
研
究
　
銅
劒
銅
鉾
に
麓
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
號
　
　
三
一
　
（
三
｝
）



第
八
巻
　
研
究
　
鋼
剣
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

第
【
號
　
三
二
　
（
三
二
）

　
（
鳳
隅
）
畔
引
「
南
鮮
獲
見
の
銅
剣
鋼
鉾
」
に
載
せ
距
全
羅
北
道
訟
州
草
箒
面
繊
土
爲
賄
の
如
き
は
其
の
著
し
い
例
で
、
今
徳
慶
州
の
警
察

　
　
署
に
保
管
中
の
入
室
塁
獲
見
の
一
日
ま
た
嗣
じ
類
に
撒
へ
得
る
。

　
（
5
）
上
引
高
橋
氏
「
銅
鉾
銅
剣
考
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寧

四

　
標
式
の
由
摩
の
考
察
に
就
い
て
、
上
に
墨
げ
た
四
界
中
、
其
の
狡
鋒
銅
鉾
ε
細
形
器
機
ご
が
當
時
の
先
進
文
化
國
な
る

支
那
に
其
の
類
品
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
共
に
上
述
の
型
式
系
統
中
の
初
に
煮
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
前
項
注
記
し
た
か

ら
．
我
が
國
の
隠
者
が
そ
れ
に
墓
く
こ
ご
は
改
め
て
説
く
を
要
せ
な
い
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
こ
、
に
主
ご
し
て
問
題
ビ
な

る
の
は
愚
書
の
中
間
型
ご
ク
リ
ス
型
こ
の
爾
者
ご
な
る
次
第
で
あ
る
が
、
前
者
は
既
に
こ
れ
ま
た
説
き
及
び
や
は
り
支
郷

に
こ
れ
を
求
め
る
無
品
君
主
が
多
い
こ
ご
を
見
π
o
さ
れ
ば
ク
リ
ス
形
尊
属
の
類
が
今
ま
専
ら
考
察
さ
る
べ
く
…
遺
っ
て
み
る

繹
で
あ
る
。

　
此
の
形
式
の
創
は
こ
れ
ご
全
く
一
致
す
る
遺
品
は
な
い
が
、
其
の
名
総
の
示
す
如
く
、
南
洋
の
ク
リ
ス
形
創
に
似
た
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

か
ら
、
系
統
を
こ
れ
に
求
む
る
の
説
は
從
凍
學
者
の
説
い
た
庭
で
あ
っ
て
、
今
ま
も
爾
者
の
關
係
の
存
在
を
否
定
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
榛
な
謹
佐
が
な
い
。
然
し
乍
ら
高
橋
先
生
は
其
の
「
銅
鉾
銅
壷
考
」
に
於
い
て
、
一
方
如
上
の
開
係
を
認
め
乍

ら
、
こ
の
標
式
の
起
源
を
支
那
の
業
に
あ
り
こ
す
る
新
説
を
登
表
し
、
爾
者
の
形
の
類
似
ご
才
は
露
命
に
隠
し
鋒
に
直
角
に



近
き
鈍
角
の
關
に
添
ふ
て
柄
を
附
す
る
も
の
、
我
が
ク
ソ
ス
形
銅
創
ま
π
同
じ
風
に
用
ひ
ら
れ
た
こ
ご
の
實
讃
を
肥
前
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

田
代
村
報
土
の
遺
品
か
ら
見
多
し
て
、
爾
者
の
系
統
關
係
を
推
さ
れ
た
の
は
敬
聴
す
べ
き
所
説
で
あ
る
。
元
來
支
那
の
業

が
興
亡
に
柄
に
附
い
だ
も
の
で
な
く
、
そ
れ
ご
直
角
に
近
く
鎌
の
桟
に
鉤
す
る
目
的
で
作
ら
れ
た
武
器
で
あ
る
こ
ご
は
、

早
く
糊
代
に
黄
伯
思
が
考
へ
及
ん
で
、
其
の
「
束
掘
難
論
し
の
銅
黄
辮
中
に
、
周
禮
の
考
工
記
を
引
い
て
こ
れ
に
關
す
る
鄭

玄
の
註
の
誤
り
を
訂
さ
ん
ご
し
て
み
る
が
、
清
朝
に
至
っ
て
は
程
瑠
田
が
其
の
名
著
「
通
藝
鎌
」
に
冶
氏
爲
芙
富
盛
な
る
一

項
を
牧
め
て
、
こ
れ
を
詳
説
し
、
院
元
、
孫
詰
護
等
の
経
學
史
學
者
ま
鵯
越
同
一
問
題
を
論
議
し
て
研
究
頗
る
詳
密
の
域

に
達
し
て
居
る
こ
ε
で
あ
る
。
こ
れ
を
他
の
方
面
か
ら
昆
て
も
狭
鋒
銅
剣
の
演
者
ε
黄
ε
の
類
似
は
、
彼
の
扁
鐘
ご
我
が

銅
鐸
ビ
の
近
似
よ
b
も
更
に
著
し
い
も
の
が
あ
る
か
ら
、
高
橋
氏
の
新
説
は
充
分
肯
定
さ
る
、
も
の
ご
思
ふ
。
而
し
て
氏

が
南
洋
の
ク
ジ
ス
を
以
て
我
が
銅
創
ご
根
源
を
【
に
し
π
も
の
即
支
那
の
犬
か
ら
翻
し
π
同
じ
文
化
の
流
派
の
無
産
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

る
こ
す
る
見
解
は
、
我
が
國
に
多
い
細
形
創
ご
同
じ
も
の
が
、
西
伯
利
亜
の
ニ
コ
ジ
ス
ク
邊
か
ら
登
見
せ
ら
れ
て
み
て
、

同
じ
支
那
か
ら
四
方
に
流
れ
た
文
化
の
影
響
の
及
べ
る
を
思
は
し
む
る
と
甥
照
し
て
、
興
心
深
い
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら

な
い
「
o
尤
も
高
橋
氏
の
説
は
支
那
の
犬
が
武
器
ざ
し
て
極
度
に
螢
達
し
た
形
式
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
リ
ク
フ
ス
形
創
の

標
な
、
髭
勝
の
な
い
形
を
導
く
こ
ご
の
難
い
の
を
考
へ
ら
れ
な
い
で
は
あ
る
ま
い
が
、
我
が
ク
ジ
ス
形
創
が
武
器
の
み
で

な
い
こ
ご
後
述
の
如
し
と
す
れ
ば
胡
部
の
退
化
す
る
こ
ご
は
必
ず
し
も
あ
り
得
な
い
こ
ご
で
も
な
か
ら
う
。
高
橋
氏
の
新

説
は
ク
ソ
ス
形
南
方
系
統
説
よ
）
も
確
か
に
有
力
な
説
で
、
私
は
今
ま
此
の
榛
式
の
由
來
説
に
從
ふ
者
で
あ
る
。

　
　
　
第
三
雀
　
　
研
　
究
　
　
銅
劒
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
三
　
　
（
三
三
V



　
　
　
章
入
巻
　
研
究
　
銅
創
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
三
四
　
（
三
四
）
．

　
此
の
ク
リ
ス
煽
石
が
跳
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
ご
の
説
が
成
立
す
る
こ
ご
に
な
る
ざ
上
に
假
り
に
狡
鋒
の
そ
れ

が
羅
馬
よ
り
も
形
式
上
古
い
ビ
定
め
た
相
射
的
年
代
槻
が
、
前
者
が
後
者
よ
り
も
原
型
で
あ
る
業
に
近
い
こ
ビ
か
ら
謹
朋

さ
る
、
事
こ
な
る
繹
で
あ
る
。
序
乍
ら
贋
鋒
の
錯
型
の
我
が
北
九
州
か
ら
幽
擁
す
る
こ
ご
も
此
の
場
合
附
記
す
べ
き
で
あ

、
ら
》
り
。

　
我
が
鋼
鉾
銅
劒
の
四
形
式
が
以
上
の
記
述
か
ら
其
の
墓
く
慮
何
れ
も
支
那
に
あ
り
こ
の
鶴
結
に
達
し
且
つ
ま
た
各
の
機

式
の
先
後
を
推
定
し
た
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
次
に
各
の
形
式
が
互
に
如
何
な
る
關
係
に
あ
り
、
其
の
實
年
代
如
何
を
考
定

す
べ
き
研
究
に
入
る
順
序
に
達
す
る
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
で
前
項
の
記
述
に
瀾
遠
し
て
、
是
等
の
逡
品
中
に
於
け
る
榛
式

の
依
っ
て
越
つ
た
支
那
幽
閉
品
ご
我
が
國
に
て
作
ら
れ
た
類
こ
の
間
に
蓬
別
の
認
め
ら
る
、
や
否
や
を
今
一
慮
槍
す
る
こ

ご
、
、
各
の
形
式
に
依
る
需
品
の
分
布
を
調
査
し
て
、
其
の
示
す
事
實
が
如
上
の
焼
結
に
慰
し
て
如
何
な
る
位
置
を
占
む

る
か
を
知
る
の
二
事
は
、
共
に
上
の
形
式
論
の
記
述
を
全
か
ら
し
む
る
ビ
共
に
、
他
方
後
段
の
論
述
に
て
も
頗
る
好
都
合

で
あ
る
ε
考
へ
る
。
從
っ
て
或
部
分
に
は
多
少
の
重
工
が
あ
っ
て
繁
雅
を
加
ふ
る
の
懸
念
は
あ
る
が
、
少
し
く
論
ず
る
こ

・
ε
に
－
し
た
い
。

　
既
に
説
い
た
如
く
我
が
銅
創
鋼
鉾
の
基
く
慮
は
當
代
の
文
化
國
た
る
支
那
で
あ
る
こ
ご
を
認
め
る
噂
ら
ば
、
是
れ
が
行

は
れ
初
め
た
の
は
固
よ
り
支
那
製
贔
の
渡
來
で
あ
う
、
同
国
図
化
所
産
の
露
顕
で
あ
る
こ
ご
云
ふ
を
要
せ
な
い
し
、
そ
れ

が
現
今
の
我
が
出
土
品
に
存
す
る
こ
ビ
も
彼
地
の
出
土
品
ご
同
一
式
の
狡
鋒
銅
鉾
や
細
形
創
が
北
九
…
州
か
ら
登
見
せ
ら
れ



て
る
る
見
時
に
依
っ
て
何
入
も
こ
れ
を
認
む
る
こ
ご
に
異
議
は
あ
る
ま
い
。
然
し
乍
ら
此
の
事
實
ご
同
時
に
注
意
す
べ
き

は
我
が
國
出
土
遺
品
の
す
べ
て
が
支
那
舶
載
晶
で
は
な
い
こ
ご
で
、
そ
れ
は
北
九
州
特
に
筑
前
の
各
地
で
鉾
や
、
剣
の
或

種
の
鍮
型
の
毅
見
せ
ら
れ
て
、
同
地
で
製
作
の
行
は
れ
π
事
が
こ
れ
を
明
示
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
序
に
附
記
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
塗
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

此
の
灘
錯
箔
の
今
日
學
界
に
知
ら
れ
た
も
の
は
、

　
慶
鋒
銅
鉾
蟷
型

　
　
（
圃
）
　
筑
前
國
筑
紫
郡
春
日
村
大
字
須
玖
　
　
　
　
四
個

　
　
（
二
）
　
岡
　
國
筑
紫
郡
日
佐
村
大
字
井
尻
　
　
　
　
一
愛

　
　
（
三
）
同
國
筑
紫
郡
八
幡
村
大
宇
高
宮
高
宮
沸
肚
藏
（
獲
見
地
の
局
部
不
詳
）
残
置
四
個

　
　
（
四
）
同
　
國
懸
島
郡
恰
土
村
大
字
三
雲
字
川
端
　
一
個

　
ク
リ
ス
形
（
廣
鋒
）
銅
創
疇
型

　
　
（
五
）
筑
前
國
遠
賀
瓢
岡
縣
村
大
字
吉
木
　
　
　
　
二
個

　
　
（
山
ハ
）
　
筑
晶
剛
附
國
赫
脚
島
瓢
柏
胆
十
嚇
村
大
｛
子
一
二
曇
霞
子
ヤ
リ
ミ
。
ソ
…
附
近
　
　
一
膳
門

　
　
（
七
）
同
國
筑
紫
郡
八
幡
村
大
字
高
宮
高
宮
憩
肚
藏
（
嚢
見
地
の
局
部
不
詳
）
　
一
個

　
異
形
銅
創
嬉
型

　
　
（
八
）
　
筑
前
國
筑
紫
郡
春
日
村
大
字
須
玖
宇
濁
本
　
残
鋏
撒
佃

で
、
此
の
外
形
式
は
不
詳
で
あ
る
が
筑
前
の
太
宰
府
の
附
近
か
ら
も
鋳
範
の
出
π
事
が
「
筑
後
富
士
軍
談
」
に
兄
ゆ
る
し
、

　
　
　
第
入
谷
　
研
究
　
鋼
創
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
読
　
　
三
五
　
（
三
五
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
　
脚
耕
　
　
究
　
　
　
帽
躍
山
脚
…
鉾
に
r
就
い
≠
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
　
一
　
陥
概
　
　
　
　
一
二
山
ハ
　
　
　
（
三
六
）

近
頃
上
に
畢
げ
π
三
雲
か
ら
更
に
出
土
し
た
ご
云
ふ
話
を
中
山
醤
學
博
士
か
ら
聞
い
た
。
な
ほ
序
に
附
記
す
る
が
、
朝
鮮

．
で
は
江
原
道
の
杵
城
か
ら
「
種
の
銅
劒
の
錯
範
の
皇
祖
が
曇
見
さ
れ
て
今
ま
総
督
府
の
博
物
館
に
凝
し
て
み
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
例
を
見
る
と
形
式
か
ら
云
へ
ば
廣
鋒
銅
創
ご
ク
ラ
ス
形
銅
創
の
鋒
の
廣
い
も
の
が
主
で
、
こ
れ
に
一
種

特
別
な
、
遺
品
に
は
未
だ
例
の
な
い
創
の
型
「
で
あ
る
。
從
っ
て
此
の
こ
類
の
癖
者
は
明
に
我
國
土
で
製
作
さ
れ
た
も
の

、
あ
る
の
を
疑
は
い
〇

　
一
方
に
支
那
渡
蘂
晶
が
あ
り
、
他
方
に
我
が
野
土
の
鋳
造
品
ご
認
む
べ
き
者
が
あ
る
こ
ご
此
の
如
し
ご
せ
ば
、
其
の
爾

者
の
代
表
的
遺
品
の
間
に
若
し
著
し
い
相
違
が
あ
り
ε
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
が
て
斯
く
の
如
く
明
瞭
で
な
い
諸
形
式
に
就

い
て
も
製
作
の
國
土
を
推
す
の
基
準
と
な
し
得
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
既
に
墨
げ
來
つ
π
一
の
高
い
文
化
國
の
所
産
が
幼
稚

・
な
國
土
に
傳
へ
ら
れ
そ
れ
を
模
倣
す
る
際
生
す
る
否
み
難
い
内
容
上
の
相
違
を
如
實
に
徴
し
得
る
わ
け
に
も
な
る
。
私
は

い
ま
醤
照
を
明
確
に
す
る
爲
に
、
南
朝
鮮
卑
見
の
狼
鋒
銅
鉾
ご
鋳
簿
に
あ
る
ご
同
に
型
の
封
馬
登
見
の
昏
睡
銅
鉾
を
以
て

し
、
前
者
の
傍
誰
こ
し
て
細
形
銅
創
の
例
を
加
へ
た
。
（
第
二
圖
参
照
）
而
し
て
其
の
結
果
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
爾
者
の
聞

に
著
し
い
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
は
支
那
製
品
は
質
が
武
器
に
適
合
し
若
し
く
ば
そ
れ
以
上
の
錫
を
含
有
し
た
銅
質

で
あ
る
に
墨
し
て
、
本
郵
亭
造
品
は
質
の
瓢
悪
の
窮
め
現
在
で
は
多
く
馴
化
し
去
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
、
第
こ
は
前
者

が
製
作
精
巧
、
銚
通
な
る
に
封
し
て
、
後
者
が
形
す
べ
て
九
昧
を
帯
び
且
つ
鈍
で
あ
る
こ
ご
、
更
に
第
三
に
前
者
の
器
形

の
各
部
が
各
施
用
上
の
意
昧
を
表
は
し
て
み
る
の
に
反
し
て
、
後
者
が
形
式
化
し
絡
っ
て
實
用
で
な
い
部
分
を
見
る
事
等



を
主
こ
す
る
。
そ
れ
は
確
か
に
認
め
ら
る
、
享
實
で
あ
る
。
此
の
著
し
い
相
蓮
が
爾
者
に
あ
る
こ
す
れ
ば
、
現
在
で
は
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
に
な
ほ
例
を
見
な
い
廣
鋒

二第圖

圖　較　上ヒ　愈唖　銅　鉾　鋼

　
　
’

中
型
に
は
支
那
よ
り
の
舶
載
ピ
思
は
る
、
も
の
多
く
、
ク
リ
ス
形
剣
及
び
李
型
銅
剣
は
殆
ん
ざ
全
部
我
が
國
に
て
断
つ
起

　
　
　
第
八
巻
　
研
究
　
銅
創
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
第
一
階
　
　
三
七
　
（
三
七
）

の
ヰ
置
型
や
、
ク
リ
ス
形
測

の
狭
鋒
さ
て
は
年
三
等
の
示

す
特
色
を
考
査
し
て
其
の
鋳
，

遣
の
國
土
を
何
れ
に
す
る
の

を
よ
り
姜
當
ビ
す
る
か
を
推

定
す
る
某
日
た
り
得
る
Q
か

く
て
此
の
爾
者
の
特
質
に
基

き
我
が
國
土
出
土
の
銅
鉾
銅

創
類
を
其
の
製
作
地
か
ら
二

大
別
・
す
る
の
曙
光
を
得
て
う

實
地
に
こ
れ
を
試
み
つ
、
あ
．

る
が
、
其
の
結
果
、
廣
鋒
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
　
　
第
ハ
巻
　
　
研
　
究
「
輪
劔
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
八
　
　
（
三
八
）

も
の
悔
細
形
創
に
は
爾
者
の
存
す
る
こ
冠
が
認
め
ら
る
、
。
但
し
此
の
涯
分
に
与
り
遺
憾
な
の
は
其
の
特
徴
ε
し
て
籔
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

た
華
車
が
共
に
外
見
上
か
ら
の
素
人
槻
で
、
現
時
の
至
善
で
は
未
だ
銅
創
銅
鉾
各
類
の
化
學
成
分
の
調
査
が
な
い
事
で
あ

る
し
、
ま
た
娩
近
の
調
査
の
結
果
に
依
れ
ば
銅
鉾
創
の
類
が
朝
鮮
か
ら
登
見
さ
れ
、
上
述
の
如
く
錯
箔
も
出
土
し
て
み
る
・

か
ら
、
無
血
こ
の
國
土
を
も
考
慮
の
内
に
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
な
ほ
資
料
の
不
充
分
か
ら
軍
に
同
一
文
化
圏
と

し
て
取
扱
ふ
外
な
か
っ
た
黙
も
あ
っ
た
。
前
者
は
近
重
博
士
の
厚
意
に
依
っ
て
其
の
究
明
を
待
つ
外
な
く
、
後
者
は
今
ま

M
履
そ
の
資
料
の
蒐
集
に
つ
ピ
む
べ
く
、
如
上
の
推
定
は
話
者
が
明
と
な
っ
た
曉
に
は
も
ε
よ
り
補
正
さ
る
べ
き
を
自
畳
．

し
て
み
る
Q

、
〔
註
〕

（
ユ
）
数
紳
硝
孝
李
男
及
び
坪
井
理
墨
榑
士
が
其
の
有
力
な
る
唱
導
者
で
あ
る
。

（
2
）
高
橋
氏
「
銅
鉾
銅
創
考
」
（
前
出
）
八
、
襟
式
の
由
來
の
條
参
照
。

（
3
）
此
の
細
形
銅
剣
は
鳥
居
博
士
が
大
正
八
年
西
伯
利
駒
調
査
の
際
實
見
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
長
さ
八
寸
餓
の
精
巧
品
で
、
關
に

　
　
近
く
二
孔
を
穿
っ
て
る
る
。
同
時
の
出
上
品
に
径
五
寸
の
蒲
鉾
形
平
温
鉦
ε
見
ゆ
る
鏡
の
破
片
が
あ
っ
て
注
意
を
惹
く
。
同
博

　
　
士
は
其
の
公
表
に
先
立
ち
、
特
に
私
に
此
の
貴
璽
な
資
料
の
使
用
を
許
さ
れ
た
に
就
い
て
は
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
義
）
此
の
表
は
高
橋
氏
の
論
文
に
基
き
其
の
後
の
資
料
を
撫
へ
た
も
の
で
あ
る
。

（
、
。
）
銅
剣
鉗
鉾
類
の
化
學
成
分
の
調
査
の
從
來
幽
界
に
嚢
表
せ
ら
れ
た
の
は
、
東
京
人
類
學
會
腺
誌
第
百
七
十
七
號
所
載
佐
藤
傳

　
　
藏
氏
の
筑
前
國
鞍
乎
郡
金
丸
村
拙
土
の
ク
リ
ス
形
贋
鋒
銅
剣
の
成
蹟
ミ
、
温
田
博
士
が
「
考
古
學
難
誌
」
八
ノ
六
で
撫
表
せ
ら



れ
た
近
重
博
士
分
析
の
筑
前
圃
筑
紫
郡
安
徳
村
大
字
原
田
出
土
の
廣
鋒
銅
鉾
こ
の
二
者
の
み
で
、
共
に
吾
人
の
本
邦
で
作
ら

れ
た
ミ
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
か
ら
、
其
諸
形
式
に
亙
る
成
分
ε
彼
地
か
ら
傳
へ
ら
れ
た
ε
認
む
べ
き
も
の
が
金
質
上
獺
何

な
る
粗
蓮
あ
る
か
は
今
後
の
調
査
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
ま
こ
、
に
如
上
こ
者
の
成
分
を
墾
け
て
置
く
。

ツ

ケ

メレ

鐵 ア

ン

チ

モ

銀　鉛　錫　銅

ク
リ
ス
形
銅
創

八
三
④
蘭
こ
五

　
八
⑧
九
二
三

　
七
・
八
三
〇

　
　
痩
遽

万
卒
銅
鉾

七
六
⑳
六
〇

一
四
・
＝
一

　
τ
三
二

　
四
㊥
九
三

　
〇
＠
〇
九

　
三
③
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
下
嗣
出
〕

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
咋
年
七
・
八
月
の
交
に
草
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
朱
だ
褒
表
せ
な
い
中
に
高
橋
先
生
は
九
月
か
ら
「
考
古
墨
錐
誌
」
に
其
の

　
　
　
「
銅
鉾
銅
創
考
」
の
績
稿
を
掲
載
さ
れ
出
し
た
。
非
常
に
有
盆
な
研
究
で
稗
盆
を
受
け
る
塵
が
多
い
。
從
っ
て
本
稿
の
如
き
は
其

　
　
　
の
完
結
を
待
っ
て
書
き
改
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
岩
橋
氏
の
す
・
め
に
從
っ
て
今
ま
；
二
字
句
の
訂
正
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
加
へ
た
の
み
で
暫
く
予
稿
の
ま
・
本
誌
の
鶴
白
を
備
り
る
こ
．
こ
に
し
た
。
（
十
月
十
五
臼
記
）

　
第
入
谷
　
　
研
　
究
　
　
銅
劒
銅
鉾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
第
一
號
　
　
　
三
九
　
　
（
三
九
）


